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一機関リポジトリを育て続けるために－
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抄録：広島大学では，2006年4月に機関リポジトリである広島大学学術情報リポジトリ（HiR）を立ち上げ，

2006年12月6日現在で1，945件の教育研究コンテンツを公開している。本稿では，私たちが行った研究者へ

の個別訪問による初期コンテンツの収集について，また，学内刊行物の収集やデータベースを用いた最新論

文の提供依頼，機関リポジトリ活用のための工夫などによって継続的にコンテンツを収集し，機関リポジト

リを育て続けていくための戦略について述べる。
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1．はじめに

広島大学では2004年末から機関リポジトリ設置

の検討を行い，約1年半の準備期間を経て2006年

4月に広島大学学術情報リポジトリ：Hiroshima

UniversityInstitutionalRepository（以下HiRとい

う）の試験公開，さらに半年後の10月に正式公開

を行った1）。

HiRでは，2006年12月6日現在で533件の学術雑

誌論文，1，237件の学内刊行物を含む1，945件の教育

研究成果が公開されている。その多くは準備期間中

に収集した初期コンテンツであるが，HiR立ち上げ

後に収集したコンテンツも徐々にではあるが増加し

ている。

本稿では，私たちがこれらの初期コンテンツをど

のようにして収集したのか，また現在どのようにし

て継続的にコンテンツを収集するための活動をして

いるかを中心に紹介する。

2．初期コンテンツの収集

ここで述べる初期コンテンツとはHiR公開準備期

間中に収集を行った資料である。HiRにより多くの

初期コンテンツを搭載するには，既に電子化されて

おり，著作権の許諾も得ている研究紀要の論文を収

集するのが早道である。広島大学でも，国立情報学

研究所（以下，NIIという）の学術雑誌公開支援事

業（平成14年当時は「研究紀要公開支援事業」）2）

で電子化されていた研究紀要の論文を登録した。し

かし，以下では，初期コンテンツのうち，研究者か

ら直接提供されたものについて述べる。

2．1．リポジトリを知ってもらうために

広島大学では初期コンテンツを収集する前に，学

内の研究科や学部へ機関リポジトリの説明と協力依

所を行った。それは，少しでも多くの研究者に図書

館が機関リポジトリを立ち上げようとしているこ

と，そして，それには各研究者の協力が不可欠であ

ることを知ってもらうためである。説明は，学内の

すべての研究科長・学部長への個別説明のほかに，

教授会での説明を約10回とキャンパスごとに全体

的な説明会を行った。

説明会では，無料で公開されている論文の引用回

数がそうでない論文に比べて増加する傾向にあるこ

と3）や機関リポジトリが新しい研究成果の発信ルー

トとなるといった研究者のメリットを強調するとと

もに，研究者がコンテンツを提供しやすくするため

に，著作権の許諾確認や機関リポジトリヘの登録は

すべて図書館で行うことを中心に説明を行った。

多くの研究者にとって「リポジトリ」は，聞き慣

れない言葉であり，馴染みのない言葉に対する抵抗

感がある。そのため，千葉大学の「CURATOR」4）

や北海道大学の「HUSCAP」5）のような分かりやす

く，誰もがすぐに覚えられる愛称を作ってはどうか

という意見も出たが，残念ながら「CURATOR」や

「HUSCAP」のような秀逸な愛称を誰も思いつかな

かったことと，図書館長の「今はリポジトリという

言葉は研究者にとって馴染みがないかもしれない

が，世界レベルで機関リポジトリが発展していった

時に，リポジトリという言葉を知らなければ世界の

研究者と話が通じないではないか」という意見もあ

り，あえてリポジトリという言葉を前面に出してア

ピールすることにした。

そして，リポジトリを説明会だけでなく様々な会

議で説明したり，依頼文書や広報用のチラシを何度

も配布したりして，馴染みのないリポジトリという

言葉をどこかで聞いたことがあったり，日にしたこ

とがある言葉に変えていくように努めた。
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最近，ある研究者に論文提供の依頼を行ったとこ

ろ，「自分と同じ分野で他大学に勤めている研究者

から機関リポジトリに論文を提供したという話を聞

いたので，自分も非常に興味がある」との回答があ

った。これは，図書館からの情報ではなく研究者同

士のネットワークでリポジトリが広まりつつあるこ

とを示しており，リポジトリという言葉も数年後に

は電子ジャーナルやデータベースと同じくらい研究

者にとって身近な存在になるかもしれない。

2．2．個別訪問によるコンテンツの収集

初期コンテンツの収集は，2005年12月から開始

し，翌年4月の試験公開までの4ケ月で1，000件の

コンテンツを集めることを目標にした。これは，あ

る程度の量を集めることによってHiRの存在感を強

調し，HiRを学内外へアピールするためであった。

私たちは，学内の研究者を対象にして多くの個別

説明や説明会などを行ってきた。しかし，研究者に

リポジトリを知ってもらうことが，必ずしも研究者

からのコンテンツの提供につながるわけではない。

実際にグラスゴー大学でも「教員たちの多くは，た

とえ共感したとしても，コンテンツを提供する時間

も気もない」6）といったことを経験している。

そのため，研究者からコンテンツを収集するため

には，ただコンテンツが来るのを待っているだけで

はなく，一人一人の研究者と実際に顔をあわせて話

をすることが必要であると判断し，研究者を個別訪

問してコンテンツを収集するためのコンテンツ収集

専任チーム（以下，収集チームという）を設置した。

収集チームは，中央図書館2名と各分館それぞれ1

名の合計5名の図書館職員で結成され，それぞれが

担当の部局を持ち，個々の研究者に営業活動を行っ

た。1人あたりの担当は4～7部局，研究者数では

約160人～500人であった。収集チームの行った主

な活動を以下に挙げる。

（1）事前準備

・説明資料の作成

・担当する研究著名・連絡先などの調査

・担当する研究者の論文調査

（2）個別訪問交渉作業

・個々の研究者への電子メールによる個別訪問許

可依頼

・図書館に来館した研究者に直接交渉

・知り合いの研究者に直接交渉

（3）個別訪問

・説明

・質問回答

36

・コンテンツまたは文献リストの収集

（4）確認・登録作業

・著作権調査

・出版元への直接問合せ・交渉

・研究者への回答

・コンテンツの登録

株々な方法でなるべく多くの研究者に個別訪問の

交渉を行ったが，研究者からはあまり積極的な回答

は返ってこなかった。7部局の研究者458名に個別

訪問をしてもよいかという電子メールを送ったとこ

ろ，返事があったのはわずか37名だけであった。

また，部局の事務職員から研究者に連絡をしてもら

った場合でも，127名の研究者のうち回答があった

のは5名のみであった。

実際に個別訪問を行い，話を伺った研究者からは，

「自分の論文を公開してもらえるのはありがたい」

「定年前に自分の集大成となる論文を書きたいと思

っているので，それを定年後もずっと保存してほし

い」「授業に活用できるような資料を登録してもら

えるとありがたい」といったリポジトリに対する好

意的な意見もあったが，「電子ジャーナルで公開さ

れているのに重複して公開することに意義があるの

か」「現時点では登録の必要性を感じない」「リポジ

トリは無駄である。研究者は，必要な論文はお金を

出しても買うし，著者本人に連絡すれば別刷りや

PDFを入手できる」といった否定的な意見も少な

からずあった。したがって，当然ながら個別訪問に

こぎつけたとしても，必ずしもすべての研究者から

コンテンツを提供してもらえるわけでもなく，医学

系の部局では，22名の研究者を個別訪問したが，実

際にコンテンツの提供があったのは11名であった。

このような厳しい状況の中で，数少ない協力的な

研究者から提供された論文の多くは，雑誌論文の電

子ジャーナルファイルか別刷であった。雑誌論文の

電子ジャーナルファイルや別刷といった出版社が作

成したフォーマットは，多くの海外出版社・学会で

は機関リポジトリでの公開が許可されていない。し

たがって，これらの雑誌論文の多くはHiRで公開す

ることができなかった。また，国内出版社・学会へ

も雑誌論文のリポジトリでの公開に対する許諾を確

認したが，回答が全くない，または方針が未定のた

め公開ができないものも多かった。2005年12月か

ら2006年3月末までに研究者から提供された雑誌

論文のうち，著作権者である出版社や学会からHiR

での公開が認められ，2006年4月12日の試験公開

時に実際に公開できたものの割合は36．6％であった

（表1）。
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表1　初期コンテンツの公開割合

コ ンテ ンツの種 類 獲得

件数

公 開

件数

公 開割

合 （％）

雑誌 論文 1，065 390 36．6

学位 論文 37 31 83．8

修士 論文 ・卒業論 文 2 2 100．0

プ レプ リン ト 8 8 100．0

会議録 ・講演資料 79 43 54．4

プ レゼ ンテー シ ョン資料 5 5 100．0

テクニ カル レポー ト ・ワー 1 1 100．0

キ ングペーパー

図書 1 1 100．0

図書 の章 5 4 80．0

2．3．初期コンテンツの収集から得た経験

初期コンテンツの収集時においては，当然ながら

研究者のリポジトリに対する認知度は低い。その中

でリポジトリに興味を持ち，コンテンツを提供して

くれる賛同者を逃さずに獲得することが重要であ

る。なぜなら，この時点での賛同者は図書館の事業

やオープンアクセス，または情報発信などへの関心

が高いため，彼らを起点にしてインフォーマルなネ

ットワークでの普及が期待されるからである。

また，多くの海外出版社・学会は，著者が作成し

た原稿ファイルであれば機関リポジトリでの雑誌論

文の公開を認めているが，原稿ファイルを保存して

いる研究者は極めて少なく，5年以上前の原稿ファ

イルを保存していたのは，50名以上のコンテンツ提

供者のうちわずか1名だけであった。ほとんどの研

究者は原稿ファイルについてはあまり関心を持って

いない。彼らが保存しているのは，原稿ファイルで

はなく電子ジャーナルのファイルであり，別刷であ

る。したがって，機関リポジトリでの公開に原稿フ

ァイルが必要な雑誌論文の収集は，最近出版された

ものや今後に執筆されるものを対象とし，過去の雑

誌論文の収集は電子ジャーナルファイルや別刷での

公開を許可しているものだけとするというような切

り分けが必要である。

私たちが行った個別訪問によるコンテンツ収集方

法は，多くの労力が必要であり，誰もがいつでも行

える方法ではない。また，提供されたコンテンツは，

調べてみたが結局登録できないというものも多く，

決して効率の良い収集方法とはいえない。しかし，

人文科学・教育学・社会科学・理工学・医学といっ

た幅広い分野の多様なコンテンツを収集することが

できたし，個別に問い合わせを行った半数近くの学

会や出版社から登録の許諾を得ることもできた。そ

して実際に研究者と会って話を開き，研究者のニー

ズやリポジトリに対する考え方を知ることができた

ことは，非常に有益なことであったと思う。

3．継続的なコンテンツの収集

以上のようにして初期コンテンツをとりあえず揃

え，公開に至ったHiRである。

これでひとまず最初の「産みの苦しみ」は通過し

た。しかし，ほっと安堵している間もなく次の課題

が待ち構えていた。

機関リポジトリとは構築して終わりではなく，育

て続けること，つまり，いかにして継続してコンテ

ンツを増やしていくかということに成功の鍵が存在

する。Mark Ware Consultingの報告書では，新規

コンテンツの獲得は，リポジトリ立ち上げ後1ケ月

では約2，000件だが，2ヶ月目以降は0から500件の

問に止まることが指摘されており，世界のどのリポ

ジトリにおいても継続的なコンテンツ確保は，立ち

上げよりも雉しいことが伺える7）。

わがHiRでも，立ち上げ後のコンテンツ増加率は

図1のとおりであり，上記報告書を実証づける例で

あることは否めないが，わずかながらもコンテンツ

を増やし続けるための，私たちの試行錯誤を以下に

記す。

Mar Apr MayJurl JuI Aug Sep Oct Nov

（7400

竺7200

撃7000
八　6800

失6600
∩6400

［

L＿＿＿＿＿＿　＿＿＿＿＿＿＿　＿＿＿＿＿＿＿一＿＿＿＿＿　一＿＿．ふ．

月（2006年）

図1　2006年のHiRコンテンツ増加曲線

3．1．学内刊行物を集める

前章で述べたように，平成14年度からNIIで行わ

れている「研究紀要公開支援事業」に広島大学も参

加しており，平成17年度にNIIへ提出した学内刊行

物は27誌であった。

NIIからこの電子化された学内刊行物の論文デー

タを入手し，HiRの初期コンテンツとして流用した

ことも既に述べたとおりである。
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平成18年度からもこの事業に参加するかどうか

検討した結果，今後はNIIへ電子化を依頼するので

はなく，HiRのコンテンツの一つとして学内刊行物

を自機関で収集・電子化し，そのメタデータをNII

が収集（ハーベスト）して流通性（認知度・露出度

等）の向上をはかる方向にシフトしていくのが望ま

しいとの結論に至り，平成18年度からは，次のよ

うにして作業を進めた。

まず，平成17年度に「研究紀要公開支援事業」

に参加していた紀要編集委員会には，HiRへのコン

テンツの提供をお願いした。さらに，それ以外の研

究紀要編集団体へ学内電子掲示板・メール等で学内

刊行物の電子ファイルまたは冊子体の提供を依頼し

た。また，著作権処理の済んでいるものはバックナ

ンバーも提供してほしい旨の依頼も行った。このと

き，次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業委託事

業8）の領域2（先端的研究開発領域）の採択テーマ

「電子出版システム（編集査読システム）の開発」

（早稲田大学主担当）を進めていくための協力者を

獲得することをも視野に入れ，刊行物の成立要件

（投稿の主体，投稿様式の規程，査読の回数・主体，

組版の主体，発行部数，一号あたりの投稿件数・採

択件数，発行予算，著作権規程，その他電子出版に

対する意見や希望など）についてのインタビューに

よる調査も併せて行った。

以上の作業によって得た学内刊行物は，これまで

のものと合計して39誌となった。そのうち6誌に

ついては著作権規程の調整を進め，創刊からのバッ

クナンバーを提供してもらうことができた。広島大

学の学内刊行物の総数から考えるとまだそのほんの

一部であるが，今後も引き続き収集を拡大していき

たい。

本学のある人文科学系研究科に博士論文の登録依

頼に出かけた時のことであるが，研究科長から「当

研究科では，博士論文を発展させて図書として出版

することが多いので，そのままの状態で公開を希望

する著者はほとんどいないのではないかと思われ

る。それよりも当研究科では，学内で発行する紀

要・研究会誌などの刊行物を登録・公開する方が価

値が大きいし喜ばしい」と伺ったことがある。

確かに本学でも，専攻によって学内刊行物の公開

に対する考え方はさまざまであり，また，オープン

アクセスの理念を先行させると，機関リポジトリの

コンテンツとしては商業雑誌・学会誌の査読済み論

文を主眼に考えがちである。しかし，機関リポジト

リは「自学の研究成果を公開する場」「研究成果の

ショーウインドウ」であるというキャッチフレーズ

のとおり，まず，学内の刊行物をきちんと押さえて
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おくことが肝要と考え，これからも学内刊行物の収

集・公開に努めていきたい。

3．2．新しいものをもらう

初期コンテンツを収集した時の私たちのスローガ

ンは，「もらえるものは何でももらう。もらったも

のは何とかして入れる」であった。

短期間の立ち上げ作業では，各コンテンツの著作

権許諾状況を確認した上で論文提供してもらうとい

う余裕がなく，「とりあえず何でもください。著作

権についてはこちらで調べます」という方法を取っ

た。

これによってある程度の件数（公開当時の件数：

コレクション類を除き1，357件）を集めることがで

き，初期コンテンツ構築としてはとりあえず一定の

成果が上げられたと言うことはできるが，この方法

が継続性につながらないのは明らかであった。

2006年4月12日にHiRを試験公開した後，私た

ちの目の前に積まれていたのは，登録できなかった

ため研究者に返却する電子ファイルと別刷りの山で

あった。これを返却することで研究者の熱意がさめ

るのは日に見えており，先が思いやられた。

その後数ヶ月の間は，こちらからアプローチを行

った，あるいは問い合わせのあった学内研究者につ

いて，学内の業績データベースでの論文調査・著作

権の許諾確認，そしてリポジトリでの公開が可能な

論文の提供依頼を行い，リポジトリでの公開に対す

る許諾が不明な論文は出版元に問合せる，という作

業を続けた。

しかし，業績データベースの内容は研究者自身が

入力するため，必ずしも新しいデータが登録されて

いるとは限らず，研究者によっては数年前より更新

されていないものもある。数年前に発行された論文

でも，著者に問い合わせた結果，原稿ファイルや電

子ファイルが残っていないことが多かった。また，

登録可否が不明な国内の出版元への問い合わせは，

「これから規程を作る」「理事会開催を待つ」あるい

は「回答なし」という状況がなお継続していた。こ

れらの作業から，いくぼくかのコンテンツを得るこ

とはできたが，必ずしも効率的なコンテンツ収集に

つながるとは言い雉かった。

以上のことから得た教訓は，

（1）発表後1年以上経過した論文の原稿は，著者の

保存率が低い。

（2）何でもいいからほしいと言うと，研究者は選別

が面倒でかえって提供してくれない。

（3）せっかくもらったコンテンツを返却すると研究

者の熱意は下がる。
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である。

そこで2006年9月末，エルゼビア社が提供する

二次情報データベースであるSCOPUSを「Affilia－

tion：Hiroshima Univ＊（著者所属：広島大学）」

「Published：2006to Present（出版年：2006年）」

という条件で検索し，その中からGreenジャーナル9）

を抜き出して各々の著者に原稿ファイルの提供を依

頼した。また，そのうち出版社が作成する電子ジャ

ーナルファイルが公開可能な論文については，著者

にHiRでの公開の許諾確認を行った。その結果，99

件の文献提供依頼を行ったうち，3割強の37件の

提供を受けることができた。

この理由として考えられることは，

（1）直近の論文であるため原稿保有率が高い。

（2）この論文のこのテキストを，と指定するため，

あるいは許諾だけを求めるため，研究者からも

提供がしやすい。

である。

今回は試しにSCOPUSを利用したが，広島大学

関係論文の搭載数は，1ケ月で約70件であった。

同じくWeb ofScienceでの搭載数は約120件であっ

た。これらのデータベースを定期的に検索し，

Greenジャーナルを選別して研究者に協力依頼を行

うことで，一定のコンテンツ数を獲得することが期

待されると考え，現在も少しずつ作業を行っている。

2006年10月，このやり方の先鞭付けを行った北海

道大学附属図書館運営の「北海道大学学術成果コレ

クション（HUSCAP）」の成果について，論文が発

表された10）。同館では直近1週間の論文依頼作業を

6ケ月以上行い，多数のコンテンツ（依頼数の

49％）を獲得するという顕著な成果を上げており，

同論文に登場する「NotJust Any Paper，But a

Specific Paper（「何でもいいです」ではなく，「こ

れを」）」というチヤブタは，まさに「何でもいい」

からHiRをスタートした後，継続収集に悩み試行錯

誤している私たちに，大きな共感と勇気を与えてく

れた。

3．3．覚えた「リポジトリ」を思い出してもらう

2．1で述べたとおり，本学では敢えて「リポジト

リ」という名前を前面に出してきた。ひととおり学

内の全体説明会を終え，私たちは個別に各研究者に

一斉にメールを送信，あるいは研究室を個別に訪問

して説明を行ったが，その際に，研究者側の「リポ

ジトリという言葉はなんとなく知っている」という

感触を得ていた。馴染みのない言葉を敢えて刷り込

むことで，詳細は伝わらないにしても言葉は覚えて

もらえたのではないかと考えているが，もちろん，

覚えただけで留まってしまっている研究者も圧倒的

に多かった。立ち上げ期に直接交渉のできなかった

この多くの研究者に，数ヶ月後に再度全く同じプロ

モートをするのもあまり気が利いているとは言えな

いと考えていた。

今回，科学研究費補助金研究成果報告書の登録許

諾依頼を242名の研究者に送付した。その際，おさ

らい程度にリポジトリの説明と現状を付け加えたと

ころ，これまで交渉のなかった何名かの研究者から

「提供しようと思っていたが忘れていた」「名前は覚

えていたが機会がなかった」「詳細を教えてほしい」

という嬉しい反応を得ることができ，当該報告書を

公開可との許諾を得たものは96件ではあったが，

結果的にはよい再アプローチの機会になった。リポ

ジトリの趣旨はある程度理解していても，自発的に

コンテンツを提供する研究者はほんの一部であり，

このようなきっかけをこれからも再三再四作って交

渉していくことが必要であると感じている。

4．活用してもらうために工夫する

リポジトリコンテンツへのアクセスは，サービス

プロバイダやサーチエンジンからの検索がそのほと

んどを占めている。特定の大学のリポジトリを指定

して検索する必要性は少なく，むしろ，サービスプ

ロバイダへ，より多くのデータをハーベストされる

ことこそが利用促進の大きな錠であり，またそれに

よるアクセスが望ましいとも言える。であれば，

個々のリポジトリではインターフェイスに凝ること

はなく，データさえきちんと揃えて刈り取られるた

めに貯蔵しておけばよい，という極論も成立し，ま

た，それも一理ある。

しかし，一方で機関リポジトリは「大学のブラン

ドカの向上につながる」という売り文句を掲げてお

り，大学として注目されるための工夫も求められて

いる。

そこで，広島大学HiRコンテンツを活用してもら

うためのささやかな工夫として，以下の2点を考え

ている。

（1）コンテンツをピックアップする。

HiR注目コンテンツ（図2）・区切りのよいカウ

ント数のコンテンツ（キリ番）・特集ページ・主題

別ページ。

（2）各種サイトのリンクリソースとしてコンテンツ

を活用する（シラバス，広島大学で開催された各種

学会・会議・講演会等（図3）。

図書館が蓄積し整理し利用に供するリポジトリの

コンテンツは，従来からの図書館資料と同様に考え
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講演資料はHiRコンテンツである

ることもできる。異なるのは，サーバに格納された

デジタル資料であるため，たとえ貴重な資料であっ

ても利用による劣化を心配せずにどんどん利用して

もらうことができることである。コンテンツは利

用・活用されてこそ意味のあるものとして，これか

らも多様なプロモーションを実行していきたい。

5．特色のあるリポジトリを目指して

当初，私たちのコンテンツ収央方針は「もらえる

ものは何でももらう。もらったものは何とかして入

れる」のみであった。しかし，ただそれだけではな

く，今後HiRがどのような役割を担い，どのような
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リポジトリを目指すのか，そしてそのためにはどの

ようなコンテンツを重点的に収集したらよいかを今

までの経験を踏まえて再検討した。その結果，今ま

でと同じように多様なコンテンツの収集を行い，幅

広い分野のより多くの研究者や学生に利用されるこ

と，そして広島大学でしか集められないコンテンツ

の収集に力を入れ，広島大学として特色のある機関

リポジトリを目指すことにした。

現在，幅広い分野の教育研究活動を支援するため

に雑誌論文の他に，科学研究費補助金の研究成果報

告書と博士論文の収集にも着手している。この二種

の資料は，各種のデータベースやホームページ等で

題名は公開されているが，本文の入手が困難な資料

の最たるものであり，本学図書館のみならず全国の

図書館で担当者が非常に苦労している資料である。

これらの資料をリポジトリで公開することによっ

て，多くの利用者に大きな恩恵を与えることができ

ると考えているが，実際の登録作業は，一件一件の

文献について慎重に著作権を確認する必要があり，

相当な労力のいる作業として難航している。ゆえに，

科学研究費補助金のような公的助成による成果物

は，リポジトリヘの登録を義務化して広く一般に公

開することが望ましい。

また，研究室で発行している研究会誌のような配

布範囲が限られている資料も，リポジトリで公開す

ることにより，潜在的な読者を開拓できる可能性が

あるため，リポジトリでの公開に向けて積極的な広

報・収集活動を行っていきたい。

さらに，HiRが特色のあるリポジトリとなるため

に，現在平和学に関連する様々な資料を収集した平

和学リポジトリの構築を行っているところである。

これは本学の理念の1つである「平和を希求する精

神」を実現するとともに，平和学の研究や教育への

貢献と，平和に関心のある多くの学生や一般の方に

利用してもらうことを目指している。本学の平和科

学研究センターの研究紀要や報告書（すでにHiRで

公開済）の他に，平和学関連の講演会資料や講義資

料，スウェーデンにあるストックホルム国際平和研

究所が発行している平和関連資料の日本語翻訳版な

どを公開する予定である。

現在HiRで公開されている特色のあるコンテンツ

では，先に述べた平和学関連資料の他に，「Mon0－

graphシリーズ」（全17冊）がある。これは物理化

学分野の学習参考書であるが，冊子体として出版さ

れたものではなく，著者のウェブページとHiRから

公開されているだけである。この「Monographシ

リーズ」はHiRの中で最もアクセスされている資料

であり，研究だけでなく学習の面でも機関リポジト
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リが必要とされていることがわかる。

また，ある研究者から「出版する予定がない自分

の論文集をリポジトリに登録したい。自分の研究分

野は研究者の少ない分野であり，今は誰も見てくれ

ないかもしれないが，50年後に自分の論文を必要と

する研究者が現れるかもしれない」との連絡もあっ

た。このような，従来の冊子体の出版ではできない

ことで機関リポジトリにできることは多くあり，そ

れを望んでいる研究者も少なくない。このような研

究者のニーズを捉え，HiRで実践していくことによ

って，より多様で特色のあるコンテンツの形成が可

能となるであろう。

6．おわりに

以上，広島大学において行ってきた，そして現在

行っている機関リポジトリのコンテンツ収集につい

て述べた。広島大学では機関リポジトリの構築が終

わり，これからこの機関リポジトリをどうやって育

てていくかという段階に入っている。どうすれば効

率よくコンテンツを集めることができるのか？研究

者にどのようなアプローチを行えばよいのか？研究

者がすすんでコンテンツを提供してくれるにはどう

したらよいのか？といったような問題を抱えながら

も，現時点では地道にこつこつと研究者にコンテン

ツの依頼を行い，彼らの理解・信頼・協力を得るべ

くコンテンツ収集活動に励んでいる。

NIIが行っている平成18年度の次世代学術コンテ

ンツ基盤共同構築事業の領域2（先端的研究開発領

域）では，リンクリゾルバとの相互運用による利用

者ナビゲーション，業績データベースと機関リポジ

トリとの連携，著作権ポリシーの共有機能など，

様々な方法でコンテンツの収集を促進・支援するプ

ロジェクトが立ち上がっており，これらの成果は，

今後の私たちのコンテンツ収集活動にいっそうの力

を与えてくれるものとなるであろう。

そして，いつか機関リポジトリが電子ジャーナル

やデータベースのように研究者や学生にとって，な

くてはならない存在になる日のために，コンテンツ

の質と量を充実させていくことこそが現在の私たち

の使命であると考えている。
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Content recruitment strategies for Hiroshima University Institutional Repository (HiR) - To be a

growing IR -

Abstract: Hiroshima University launched its institutional repository called Hiroshima University Institu-

tional Repository in April 2006, and by December 6, 2006 it had made 1,945 items of scholarly research

available to the public. This paper reports on the methods used to recruit content beginning with visiting

individual faculty members, to requesting copies of university publications and recent articles in databas-

es. A variety of innovations are necessary to recruit content on an ongoing basis so that the institutional

repository can continue to grow and develop.
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